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４ ． 文化財等の分布状況

　 白河市には、 貴重かつ地域の固有の歴史・ 文化的資源や自然的資源などを対象とした数

多く の文化財、 史跡・ 名勝、 天然記念物及び埋蔵文化財包蔵地などが全域に分布してい

る。 令和3年（ 2021） 2月28日現在、 国の指定文化財が7件、 重要美術品が4件あり 、 福島

県の指定文化財が23件、 市の指定文化財が113件で、 合計147件となっている。

㊧㑇

◌ྐ
㊧

◌ྐ
㊧

� �

◌ື ≀ ㉁ ≀䞉 䞉 㖔ᆅ

� Ẹ ◌�
ᙧ ಑ ಑䛾 ㈈

Ẹ ◌�
ᙧ↓ ಑ ಑䛾 ㈈

㻢 㻞㻜

㻞

㻝

㻞 㻝㻟

㻡

㻠



51

第

１

章

第１ 章

� �

௧ ᖺ࿴ 㻟 㻞 㻞㻤

ᅾ⌧



52

第

１

章

第１ 章

歴史的風致にかかわる指定文化財一覧図
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　（ １ ） 国指定等文化財

　 重要文化財（ 古文書） 1件、 史跡及び名勝1件、 史跡5件、 重要美術品4件、 記録作成等

の措置を講ずべき無形の民俗文化財1件が所在している。

　 ①史跡及び名勝　 南

なん

湖

こ

公

こ う

園

えん

　 幕府老中を務めた白河藩主松

まつだいら

平定

さ だ

信

のぶ

が老

中退任後の享和元年（ 1801） に士

し

民

みん

共

きょ う ら く

楽の

理念のもとに公園的利用を目的として整備し

た苑池である。 この地は、 もともとの沼沢地

に浚

し ゅん

渫

せつ

と築堤の土木工事を行い、 桜・ 紅葉・

松などを植栽し整備したもので、 工事は困窮

者の救済事業も兼ねていた。 湖水は灌漑用水

として周辺の新田開発を可能とし 、 藩内外の

公園的機能、 藩士の水練を行う 学校的機能、

水害等に備える調整池機能など複合的な機能も兼ね備えていた。

　 ②史跡　 白

し らかわのせきあと

河関跡

　 白河市南端の旗

はたじ ゅく

宿の地に所在し、 古代律令

国家の東北地方への入り口に設けられた官的

な機能を有する関であった。 設置された年代

は、 承和2年（ 835） の『 太政官符』 に「 旧

記ヲ検スルニ剗ヲ置キテ以来、 今ニ四百余

歳」 の記載から5世紀中頃と する説がある

が、 発掘調査の成果や文献資料から推測する

と、 8 ～ 9世紀の奈良・ 平安時代頃に機能し

ていたと考えられる。

南湖公園

上空から見た白河関跡
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　 ③史跡　 白河舟

ふな

田

だ

・ 本

もと

沼

ぬま

遺跡群

　 下

し も

総

う さ

塚

づか

古墳（ 前方後円墳）・ 舟

ふな

田

だ

中

なか

道

みち

遺跡

（ 豪族居館跡）・ 谷

や

地

ち

久

く

保

ぼ

古墳（ 横口式石槨を

伴う 円墳）・ 野

の

地

じ

久

く

保

ぼ

古墳（ 上円下方墳） の

4遺跡で構成されている。

　 下総塚古墳・ 舟田中道遺跡は律令制度下に

白河を治めた白河国造に関する遺跡、 谷地久

保古墳・ 野地久保古墳は、 古代白河郡の郡司

などの盟主層に関する遺跡である可能性が指

摘されている。

　 ④史跡　 白

し ら

河

かわ

官

かん

衙

が

遺跡群

　 借

かり

宿

やど

廃

はい

寺

じ

跡

あと

と泉

いずみざき

崎村

むら

に位置する関

せき

和

わ

久

ぐ

官

かん

衙

が

遺跡の2遺跡で構

成されている。 関和久官衙遺跡は、 古代白河郡の役所と位置付

けられている。 借宿廃寺跡からは古瓦と塼

せん

仏

ぶつ

（ 粘土で型を取っ

て作られた仏像） が出土しており 、 昭和初期から法隆寺式また

は法起式の伽藍配置を持つ寺院と推定されていた。 平成15年

（ 2003） から平成19年（ 2007） の発掘調査では、 並列する基

壇や掘立柱建物跡などの遺構が見つかり 、 法隆寺式の伽藍配置

であることが確認された。

　 創建の時期は明らかではないものの、 本寺院の瓦を供給した

と位置づけられている大岡窯跡の出土遺物の年代を参考と し 、 7世紀末に創建されたと考

えられている。

　 ⑤史跡　 小

こ

峰

みね

城

じ ょ う

跡

あと

　 南北朝時代の興国・ 正平年間（ 1340 ～ 69） に、 結

ゆう

城

き

親

ちか

朝

と も

により築城されたのが始まり とされる。 豊

とよ

臣

とみ

秀

ひで

吉

よし

に

よる奥羽仕置以後、 会津領の支城となるが、 白河藩主丹

に

羽

わ

長

なが

重

し げ

が、 寛永6年（ 1629） より城郭の改修に着手し、

約4年の歳月をかけ石垣を多用した梯郭式平山城を完成

させた。 丹羽氏のほか、 榊

さかき

原

ばら

・ 本

ほん

多

だ

・ 松

まつ

平

だいら

（ 奥

おく

平

だいら

）・ 松

平（ 結

ゆう

城

き

）・ 松平（ 久

ひさ

松

まつ

）・ 阿

あ

部

べ

といった徳川譜代・ 親藩

の大名を含む7家21代の居城となったが、 慶応4年（ 1868） の戊辰戦争白河口の戦いによ

り一部を焼失し落城した。

野地久保古墳

借宿廃寺跡出土　 塼仏

三重櫓と前御門
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　 ⑥史跡　 白

し ら

川

かわ

城

じ ょ う

跡

あと

　 南北朝時代から戦国時代の山城跡で、 小峰城に白河結

城家の本城が移る以前、 本拠としたと考えられている。

　 阿

あ

武

ぶ

隈

く ま

川

がわ

右岸に広がる標高約400mの丘陵地を利用し

て築かれており 、 現在も御

ご

本

ほん

城

じ ょ う

山

やま

と呼ばれる主郭をは

じめ、 二ノ 曲輪、 鐘撞堂とされる平場や土塁、 空堀など

の遺構が残されている。

　 平成22年（ 2010） 度から26年（ 2014） 度にかけての

発掘調査では、 御本城山を中心に、 南北朝時代の遺構・

遺物が存在することが明らかになった。 また、 権力を示

すための財産と考えられる輸入陶磁器などが出土し、 白

河結城家の本拠であったことが裏付けられた。

　（ ２ ） 県指定文化財

　 福島県指定文化財は23件所在している。 その内訳は、 重要文化財19件、 天然記念物2

件、 無形民俗文化財2件となっている。

　 ①重要文化財（ 建造物）　 白河ハリスト ス正教会聖堂

　 白河ハリ スト ス正教会は、 ギリ シャ正教の教会

で、 明 治11年（ 1878） に 発 足 し 、 明 治15年

（ 1882） に最初の会堂が建立さ れた。 この会堂は、

現在敷地の一角に残っている。 現在の聖堂は、 大正

3年（ 1914） に建設が着工され、 翌年に竣工した歴

史的建造物である。 木造平屋建て、 一部二階建（ 鐘

塔） で、 間口8.17m、 奥行14.44mを測り 、 総平面

積101㎡である。 設計は当時副輔祭であった河

かわ

村

むら

伊

い

蔵

ぞう

、 大工は地元白河の棟梁中

なか

村

むら

新

し ん

太

た

郎

ろう

で、 費用は白

河の信徒の積立や拠出によって建設された。

　 ②重要文化財（ 建造物）　 松

し ょ う

風

ふう

亭

てい

蘿

ら

月

げつ

庵

あん

　 寛政年間（ 1789 ～ 1801） 松平定信の家臣三

み

輪

わ

権

ごん

右

え

衛

も

門

ん

（ 待月） が茶人であった父長

なが

尾

お

仙

せん

鼠

そ

のために

建立し たものである。 もとは城下南西の九

く

番

ばん

町

ちょ う

松

まつ

並

なみ

にあったものを、 松平家が桑名移封の際に、 中

なか

町

まち

の常盤家が譲り受け、 邸内に移した後、 一時は西白

上空から見た白川城跡

白河ハリ スト ス正教会聖堂

松風亭蘿月庵
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河郡役所の所有に帰したが、 大正12年（ 1923） 郡制廃止により 南湖神社に寄贈され、 大

正13年（ 1924） 5月に現在地に移築された。

　 ③重要文化財（ 建造物）　 小

し ょ う

峰

ほう

寺

じ

厨

ず

子

し

　 道場町にある小峰寺（ 時宗） に伝来した仏像を納める厨

子である。

　 小ぶりな禅宗様建築の宮殿で寄棟造、 板葺で組框の上に

建ち、 主要部は黒・ 朱漆、 塗金で着色されている。 屋根は

後に補われたもので、 内部に地蔵菩薩が安置される。

　 左側の小屋組材の墨書銘から、 永禄2年（ 1559） に大工

新

し ん

五

ご

郎

ろう

によって制作されたことが分かる。 小型であるが室

町時代後期の特色を備えた宮殿として注目すべきものであ

る。 小峰寺は弘安3年（ 1280） 一

いっ

遍

ぺん

上

し ょ う

人

にん

の開基と伝えら

れ、 白河結城家の菩提寺でもある。

　 ④重要有形民俗文化財　 絹

けん

本

ぽん

著

ちゃく

色

し ょ く

受

じ ゅ

苦

く

図

ず

　 　（ 附） 御用留帳　 敷教条約　 子孫繁盛手引草　 老農茶話

　 向

むかい

新

し ん

蔵

く ら

の常

じ ょ う

宣

せん

寺

じ

（ 浄土宗） に伝来した絵画である。

　 江戸時代、 食料などの経済上の問題により 、 主に東北地方で行わ

れた間引きの風習に対し、 その罪深さを訴え、 間引き防止に使われ

た仏教説話絵図である。

　 裏書によると 、 この図は江戸深川にある松平家の菩提寺、 霊

れい

巌

がん

寺

じ

の僧が間引きの風習に心を痛め、 白河藩主松

まつだいら

平定

さ だ

信

のぶ

に贈ったもの

で、 定信は常宣寺の僧、 定

じ ょ う けい

冏に命じて文化3年（ 1806） から文化9

年（ 1812） の間にこの受苦図で領民の教化を図ったという 。

小峰寺厨子

絹本著色受苦図
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　 ⑤県指定無形民俗文化財　 関

せき

辺

べ

のさんじもさ踊

　（ 記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財）

　 関辺のさんじ も さ踊は、 関辺地区に伝わるもの

で、 天

てん

道

と う

（ 太陽） に正常な運行と害虫の防除を念じ

て、 五穀の豊作を祈る神事である。 はやしことばか

ら、 さんじもさ踊り と呼ばれ、「 むけの朔日」（ 旧暦

6月1日） の行事だったが、 現在はその前後の日曜

日（ 7月上旬） に関辺の鎮守八

はち

幡

まん

神

じん

社

じ ゃ

で氏子の青年たちによって行われている。

　 ⑥重要無形民俗文化財　 奥州白河歌念仏踊

　「 歌念仏踊」 は、 白河付近の集落に伝承されてきたが、 現在市内では根

ね

田

だ

と大

おお

和

わ

田

だ

の2

地区が伝承している。 村内安全と五穀豊穣を祈

ることに始まったといわれるが、 長い間に舞踊

化し、 交情和親の娯楽ともなって各村に定着し

た。 なお、 根田地区においては「 道

どう

成

じ ょ う

寺

じ

物

もの

語

がたり

」

の僧

そう

安

あん

珍

ちん

が、 市内萱

かや

根

ね

の生まれと伝えられ、 こ

れにちなんだ歌詞や踊りがあるので「 安珍歌念

仏踊」 と し て有名である。 旧暦2月27日（ 現在

は月遅れの3月27日） の安珍忌には歌と踊り で

供養する。

　（ ３ ） 市指定文化財

　 ①重要文化財（ 建造物）　 共

きょ う らく てい

楽亭

　 松

まつ

平

だいら

定

さ だ

信

のぶ

が南

なん

湖

こ

の開

かい

鑿

さ く

後の享和年間

（ 1801 ～ 04） に、 最も眺めのよい鏡山の中

腹に建てた茶亭である。 建物は、 桁行4間

（ 7.3m ）、 梁間2間（ 3.66m ） の寄棟造り の木

造木羽葺平屋建で、 北側を除く 3方に、 下屋

で幅3尺の切目縁を巡らせている。 また、 建

物の北東隅は妻入り板扉付きの玄関としてい

る。 室内は8畳2間で、 2間の間には欄間の位

置に幹竹を通し て境と し たのみで鴨居がな

く 、 16畳1間にも見える。 これは、 茶室では身分の上下なく 平等に付き合う という考えに

よるものと伝えられている。

奥州白河歌念仏踊

関辺のさんじもさ踊

共楽亭
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丹羽長重廟

　 ②重要文化財（ 建造物）　 丹

に

羽

わ

長

なが

重

しげ

廟

びょ う

　 小

し ょ う

南

なん

湖

こ

の奥の丘陵中腹に所在する。 霊廟

は、 3方を石垣で土留めして長方形の墓域を

形成し、 その中央奥を墓所としている。 霊廟

の前面には廟所と接続する形で、 拝殿が設け

ら れている。 現在の霊廟拝殿は、 天保7年

（ 1836） に 建て ら れた も ので、 桁行4間

（ 6.6m ）、 梁間2間（ 3.8m ） の入母屋造り で、

前面に1間の向拝が付してある。 屋根は檜皮

葺であった（ 現在は銅版葺）。 丹羽長重は、 小峰城の改築、 町割りの改良整備など現在の

白河の町並みの基礎を築いた白河藩の初代藩主で、 寛永14年（ 1637） 閏3月4日、 江戸桜

田上屋敷にて67歳で没し 、 現在地に埋葬された。

　 ③重要文化財（ 建造物） 旧小峰城太

たい

鼓

こ

櫓

やぐら

　 小峰城の二之丸入口付近の太

たい

鼓

こ

門

もん

西側に建

て ら れていたと さ れる も ので、 明治7年

（ 1874） の民間払い下げに際し白河の商家が

譲り受けたものである。 当初三之丸の紅葉土

手に移築されたが、 その後昭和5年（ 1930）

に現在地に移築された。

　 2度の移築により 、 建物そのものは改造さ

れ原型は大きく 損なわれているが、 大正年間

の写真や旧柱の痕跡等から、 建物の原型は重

層で四方に転び（ 柱を内側に傾ける状態を指

す） を持つ1間四方（ 第1層3.33ｍ四方、 第2

層3.23ｍ） の寄棟造り で、 第1層には廂

ひさ し

が付

されていたと考察されている。 多く の城内の

建造物が焼失または破却などにより失われたことを考えれば、 当時の面影を今に伝えるも

のとして意義がある。

旧小峰城太鼓櫓
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　 ④重要文化財（ 建造物） 旧最

さ い

勝

し ょ う

寺

じ

観音堂（ 附） 棟札、 石造露盤、 巡礼札及び六十六部廻

国聖納札

　 正徳元年（ 1711） に下野国大

おお

田

た

原

わら

の大工

が建立した。 本尊は銅造十一面観音立像（ 市

指定重要文化財、 小峰城歴史館（ 旧白河 集

し ゅう

古

こ

苑

えん

） 保管） で、 古く から仙道33箇所観音

めぐりの札所として知られた。

　 現像する建造物で建立の年代が判明する中

では市内最古級の建築であり 、 現存する棟札

や堂内の巡礼札などを含め、 白河の信仰を物

語る貴重な歴史遺産といえる。

　 ⑤重要無形民俗文化財　 鹿嶋神社神楽

　 東北地方に広く 分布する山

やま

伏

ぶし

神

かぐ

楽

ら

や番

ばん

楽

がく

と

呼ばれる神楽とは異なる系統の神楽で、 祓の

行事が進化して、 中世から江戸時代にかけて

発達した「 里

さ と

神

かぐ

楽

ら

」 と呼ばれる形式の神楽で

ある。 巫女舞ではなく 、 湯立を伴わず、 獅子

舞のないことから、 出雲佐太神社の御座替神

事を母体とする出雲流神楽に分類されると考

えられている。 これらの神楽は、 岩戸神楽・

神代神楽・ 太々神楽などと呼ばれ、 前段に面を被らずに舞う採物舞、 後段で神話や縁起を

脚色した舞を演じることが特徴とされている。

　 平成8年（ 1996） の調査では18座（ 小太刀舞・ 八岐大蛇舞・ 事代主舞・ 大国主舞・ 洗

舞・ 種蒔舞・ 天地開闢・ 産女舞・ 高千穂舞い・ 倭舞・ 八幡舞・ 四方切舞・ 清浄舞・ 君彦拝

舞・ 神輪舞・ 磐戸舞・ 御麻舞・ 五神神楽舞） が記録されている。 演者は古く から近郷の神

職や氏子である。 毎年1月3日の元始祭を始めとして、 11月23日の新穀感謝祭まで4回奉納

されている。

　 ⑥重要無形民俗文化財　 河

か

東

と う

田

だ

牛

ご

頭

ず

天

てん

王

のう

祭

さ い

　 表

おもてごう

郷河

か

東

と う

田

だ

地区に伝わる祭礼である。 牛

ご

頭

ず

天

てん

王

のう

は京都・ 八坂神社に端を発し、 除疫神と

して祀られ、 素

す

戔

さの

嗚

おの

尊

みこと

と習合している。 天王信仰は、 平安時代に始まった疫病や災害を怨

霊と考え、 それをなだめるために行う御

ご

霊

り ょ う

会

え

が起源だと言われている。

　 旧暦6月の祭事であり一種の夏

な

越

ごしの

秡

はらえ

であり 、 胡

きゅう 　 り 　 てん　 のう

瓜天王の謂から農神と しても崇められ

旧最勝寺観音堂

鹿嶋神社神楽
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河東田牛頭天王祭

た祭神である。 祭礼は現在も継承され、 毎年

6月14日・ 15日に近い週末に実施さ れてい

る。 現在は、 地区にある4基の太鼓を打ち鳴

らし祭礼を盛り上げている。 胡瓜を祭壇に供

え五穀豊穣を祈る風習のあるところから、 別

に「 胡瓜天王様」 と もいわれている。

　 天王祭に際して、 胡瓜を供えることは市内

で広く 行われており 、 一般には八

や

坂

さか

神

じ ん

社

じ ゃ

の紋

が胡瓜の切り 口に似ているためだと言われ

る。 ただし 、 河東田においては、 胡瓜を供える理由や禁忌については伝承されていない。

　 ⑦史跡　 立

り っ

教

きょ う

館

かん

跡

あと

　 会

あい

津

づ

町

まち

に位置する藩校跡である。 寛政3年

（ 1791） に、 白河藩主松

まつだいら

平定

さ だ

信

のぶ

が従来の学問

所を発展させて創設し た藩校で、 11歳に達し

た藩士の子弟が入学した。

　 享和元年（ 1801） には拡張さ れ、 敷地が約

40間（ 約72ｍ） 四方と なり 、 中央に学館（ 講

堂）、 その東側に句読・ 習書・ 数学の各局舎や

文庫を置いた。 館の外側には、 柔術・ 剣術・ 炮

術・ 弓術などの道場、 西側には炮術・ 弓術の的場の土塁を設けたほか、 館北側には学頭・

教授らの宿舎や学生の寮もあった。

　 文政6年（ 1823）、 松平家の転封にともなって入封した阿部家は名称を 「 修道館」 と改

め、 のちには西側に錬兵場を増設している。

　 現在は「 立教館碑」 北側に的場の土塁の一部が残っている。

　 ⑧史跡　 白河藩大名家墓所

　 円

えん　 みょ う 　 じ

明寺の地に存在する通称「 小

し ょ う

南

なん

湖

こ

」 と呼

ばれる一帯は、 江戸時代に白河藩歴代藩主の

菩提寺などが置かれた場所である。『 白河風

土記』 によれば、 初代白河藩主丹

に

羽

わ

長

なが

重

し げ

がこ

の地に菩提寺の大

だい

隣

り ん

寺

じ

を建てたといい、 丹羽

家移封後にも諸資料によれば榊

さかき

原

ばら

家

け

の隋

ずい

寶

ほう

寺

じ

、 本

ほん

多

だ

家

け

の久

きゅう

松

し ょ う

寺

じ

、 松

まつ

平

だいら

（ 奥

おく

平

だいら

） 家

け

の天

てん

立教館跡

松平直矩墓
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祥

し ょ う

寺

じ

、 松平（ 結

ゆう

城

き

） 家

け

の考

こう

顕

けん

寺

じ

、 松平（ 久

ひさ

松

まつ

） 家

け

の円

えんみょ う じ

明寺、 阿

あ

部

べ

家

け

の正

し ょ う

法

ほう

寺

じ

が置かれた。

　 丹

に

羽

わ

長

なが

重

し げ

の廟所および墓・ 松

まつ

平

だいら

清

きよ

照

てる

墓・ 松

まつ

平

だいら

直

なお

矩

のり

墓・ 松

まつ

平

だいら

基

もと

知

ちか

墓がある。

　 ⑨史跡　 浮

ふ

屠

との

碑

ひ

　 鹿

か

嶋

し ま

神

じ ん

社

じゃ

境内西側の広場にある石碑であ

る。 文化元年（ 1804） に建立されたもので、

文は当時の藩校立

り っきょ う かん

教館教授広

ひろ

瀬

せ

典

てん

、 書は賀

が

考

こ う

啓

けい

によるものである。 浮

ふ

屠

と

と は、 仏陀・

仏・ 寺の塔などの意味である。

　 材質は白

し ら

河

かわ

石

いし

で、 碑面の風化が激し く 碑文

は読み難い。 広瀬典の著作集『 桑名前修遺

書』 によれば、 中世に白河周辺を領した結

ゆう

城

き

親

ちか

朝

と も

が父宗

むね

広

ひろ

の冥福を祈るため鹿嶋に建てた仏閣・ 浮屠が、 約300年を経た寛文年間

（ 1661 ～ 1672） には荒れはて、 享保年間（ 1716 ～ 1735） に鵜

う

沼

ぬま

平

へい

助

すけ

が奔走して旧状に

復したという経緯などが記されている。

　 浮屠は、 ここでは親朝が建立した三重塔を意味しており 、 江戸時代には鹿嶋神社の中心

的な建造物の1つであったが、 明治32年（ 1899） 10月の大風で倒壊した。

　 ⑩天然記念物　 乙

おと

姫

め

桜

ざく ら

　 金

かな

屋

や

町

まち

にある妙

みょ う

関

かん

寺

じ

（ 日蓮宗） の境内に

生えるベニシダレザクラである、 樹齢約400

年と推定される。 花は濃いピンク色で花弁

が美し く 、 白河地方に比類ない鮮やかな色

の桜であるため「 乙姫桜」 と呼ばれる。

浮屠碑　 遠景

乙姫桜
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　（ ４ ） 主な未指定文化財

　 国・ 県・ 市の指定文化財以外にも、 さまざまな文化財が所在している。

　 ①十

と お

日

か

市

いち

のちょ う ちん祭り

　 大

たい

信

し ん

十日市の愛

あた

宕

ご

様

さ ま

の祭り で、 旧暦6月24

日であったが、 現在は月遅れの新暦7月24日

前後の休日に行われている。 夕方から提灯を

掲げて、 地域内を練り歩く ことから「 ちょ う

ちん祭り 」 と呼ばれている。 提灯を持つのは

主に子供で、 その行列の間には若者が入って

「 ヤイヨー」 と叫びながら威勢よく 練り歩く 。

途中、 隈

く ま

戸

ど

川

がわ

で若い衆が川で潔斎をする。

　 ②板

いた

倉

く ら

の阿

あ

弥

み

陀

だ

様

さ ま

（ 阿弥陀様）

　 東

ひがし

板倉で行われる天道念仏で、 関

せき

辺

べ

のさん

じもさ踊り と同じ く 、 天道（ 太陽） に正常な

運行と害虫の防除を念じて、 五穀の豊作を祈

る神事である。

　 板倉においては、 天道念仏の太鼓の際に、

集会所内にある阿弥陀三尊を祀った板碑を地

域の人々が礼拝するため、「 阿弥陀様」 と も

呼ばれている。

　 ③大

おお

倉

く ら

矢

や

見

み

の子供神輿

　 白

し ら

坂

さか

大倉矢見地区の八

や

雲

く も

神

じ ん

社

じ ゃ

の祭礼として

行われている神輿の巡行行事で、 子どもたち

が担ぎ手となって、 地域のなかを練り歩く 。

　 各戸の軒先では「 あく ま、 あく ま、 あく ま

ばらい」 の掛け声にあわせて、 神輿が担ぎ上

げられるとともに、 八雲神社の悪魔祓いのお

札が配られる。

十日市のちょ う ちん祭り

板倉の阿弥陀様

大倉矢見の子供神輿
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　（ ５ ） 特産品、 工芸品、 菓子・ 料理等

　【 白河だるま】

　 白河だるまは、 白河藩主松

まつ

平

だいら

定

さだ

信

のぶ

のお抱え絵師である谷

たに

文

ぶんちょ う

晁の絵を手本に作られたと

伝わっている。 眉は鶴、 口ひげは亀、 耳やひげは「 松竹梅」 で描かれている。

　 現在は2家が製造し 、 各19種類

の大きさがあり 、 最初は小さなだ

るまからスタート し 、 年々大きな

だるまを買う 、 末広がりの縁起物

として現在も人々に親しまれてい

る。

　 毎年2月11日に開かれる白河だ

るま市は、 旧奥州街道沿いの約

1.5㎞の会場内に約700軒もの露店

が立ち並ぶ華やかな市で、 白河の

冬の風物詩となっている。

　【 白

し ら

河

かわ

石

いし

】

　 白河石は、 主に白河・ 大

たい

信

し ん

地域で産出され

る石英安山岩質溶結凝灰岩であり 、 落ち着い

た色調と加工のしやすさから、 墓石、 住宅外

構、 石灯籠などの材料や土木建築用材として

使われてきた。 古墳時代の石室や、 小峰城の

石垣にも使用されていたほか、 近年では、 白

河市立図書館、 中

なか

山

やま

義

ぎ

秀

し ゅう

記念文学館、 白

し ら

河

かわ

南

みなみ

中学校など、 市民の身近な施設にも使用され

ている。

　 白色系と黒色系の2種類があり 、 切り出された石は全国に出荷されている。

渡邉だるま製 佐川だるま製

白河石が使われている白河市立図書館
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　【 白河ラーメ ン】

　 白河ラーメ ンは、 豚骨や鶏ガラを主体とした醤油ベースの澄んだスープと 、 手打ちの縮

れ麺が特徴の御当地ラーメ ンで、 その味を求めて県内外から多く の観光客が訪れる。

　 中華そばを食べるのが流行となった昭和

期以降、 修業した人たちが独立してラーメ

ン店を出店し、 それらの店で修業した人た

ちが独立して店を出すという連鎖を繰り返

すことで、 市内各地へと広がっていき、 多

く の店が白河ラーメ ンの看板を掲げて営業

している。

　【 白河そば】

　 白河は、 信

し ん

州

しゅう

・ 出

いず

雲

も

・ 盛

もり

岡

おか

と と もにそば処のひとつであり 、 白河そばの打ち方・ つな

ぎ・ つゆには各店の技術と伝統が込められている。 その起源は、 白河藩主松

まつだいら

平定

さ だ

信

のぶ

が冷

害に強いそばの栽培を奨励したことだと言われている。

　 白河そばの代表的なメニュー

は「 割

わり

子

こ

そば」 で、 小さめの皿

に小分けされたもりそばをイク

ラやなめこ、 山菜などの具材で

少しずつ味わう ことができるの

が特色である。

　【 地酒】

　 白河は西に那須山系、 南に八

や

溝

みぞ

山地が広がり 、 その間を雄大な阿

あ

武

ぶ

隈

く ま

川

がわ

が流れ、 良好な

自然に囲まれており 、 酒造に適した環境であることから、 白河藩主松

まつ

平

だいら

定

さ だ

信

のぶ

が伊

い

丹

たみ

（ 兵庫

県） から杜氏を呼び寄せ、 酒造に力を注いだこ

とで地酒文化が発展を遂げたとされている。

　 現在、 歴史を紡ぎながら酒造り を行う蔵元は

市内に3つあり 、 蔵人たちが伝統的な製法によ

り丹精を込めて仕込んだ白河の地酒は、 市民は

もちろんのこと 、 全国の愛好家から支持されている。
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　【 和菓子】

　 茶人と しても知られた松

まつ

平

だいら

定

さ だ

信

のぶ

の影響から、 本市では、 茶

道とともに和菓子の文化も発展してきたとも言われている。 四

季の情景を映した美しい和菓子から、 団子、 最中、 餅菓子など

庶民が好んだ素朴な菓子まで、 かつて城下町だった白河の長い

歴史が根付いている。

　【 醸造品・ 大豆食品】

　 味噌や醤油、 漬物などの品々は地元の人々

の食卓に欠かせない暮ら し の必需品であっ

た。 市内には、 歴史ある醸造元が点在してお

り 、 各店が独自の伝統の技と味を守り続けて

いる。 清らかな水と職人の技によって作られ

る納豆や豆腐などの大豆食品も自慢である。

南湖だんご

醤油・ 味噌 納豆
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